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≪イオン ハートフル・ボランティア≫ 

当社店舗所在の各地域において 

「拡大イオン・デー クリーン＆グリーン活動」  
を実施します 

１０月１９日（土）には豊平川河川敷にて約５３０名で清掃活動を行います  

 
 イオン北海道株式会社（以下、当社）は、「イオン ハートフル・ボランティア」の一環として、

当社の店舗が所在する各地域において「拡大イオン・デー クリーン＆グリーン活動」を行います

ので、ご案内申し上げます。 

 

 イオンは、２０２２年度より新しい社会貢献活動の取り組みとして、これまで以上に従業員が

地域に根ざした活動を推進する「イオン ハートフル・ボランティア」をスタートしました。 

当社においてもこの取り組みを推進しており、６月には昨年に引き続き、３回目の実施となる

石狩市東地区海浜地（通称：三線浜）の「海ゴミクリーンアップ・ボランティア」（ビーチクリー

ン活動）を実施しました。 

また、同じく「イオン ハートフル・ボランティア」の取り組みの一つとして、イオンでは毎月

１１日の「イオン・デー」に地域の清掃等のボランティア活動を行う「クリーン＆グリーン活動」

を実施しています。今回行う「拡大・イオンデー クリーン＆グリーン活動」は、国が定めた３Ｒ

推進月間である１０月に合わせて、通常より範囲を拡大して行うもので、今年度は合計約２,００

０名が参加し、エリアごとに店舗周辺や公共の場などの清掃活動を行います。なお、札幌市内で

は、１０月１９日（土）にイオングループ各社従業員やイオン チアーズクラブメンバーの他、  

北海道や札幌市の職員の方々合わせて約５３０名で、豊平川河川敷の清掃活動を実施します。 

  

 当社は、「イオン ハートフル・ボランティア」を通して、ごみを減らすために一人ひとりが   

できることを考え、今後も環境に配慮した行動に積極的に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２０２３年 豊平川河川敷清掃の様子】 
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【本件に関するお問い合わせ】 

イオン北海道株式会社 環境・社会貢献・広報・ＩＲ部 電話番号：０１１-８６５-９１１

１ 



ご参考 

■ 「イオン ハートフル・ボランティア」について 

イオンでは、１９９１年から従業員がボランティアで店舗及びその付近を清掃する「クリーン

＆グリーン活動」をスタート。２００１年からは、毎月１１日を「イオン・デー」と定め、地域

でサポートを必要としているボランティア団体さまを応援する「イオン 幸せの黄色いレシート

キャンペーン」など、様々な社会貢献活動を継続しています。今回は１０月の３Ｒ推進月間に合

わせた拡大版として、イオングループ従業員が中心となり、エリアごとの店舗周辺や公共の場な

どの清掃を行います。 

イオンは、従来までの社会貢献の取り組みをさらにブラッシュアップし、それぞれの事業活動

を行う地域で、持続可能な地域社会の実現に向け、従業員自らが地域の社会課題解決を支援する

「イオン ハートフル・ボランティア」を推進してまいります。 

 

 

 

～イオン北海道の環境・社会貢献活動の取り組み例～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イオン 心をつなぐプロジェクト 

～語り部の会～ 
クリーン＆グリーン活動 

イオン 幸せの黄色い 

レシートキャンペーン 

【直近の活動】ビーチクリーン活動 

募金活動 

石狩市、ＮＰＯ法人北海道海濱美化を
すすめる會のご協力のもと、２０２４
年６月１日（土）に、石狩市東地区  
海浜地（通称：三線浜）の「海ゴミ    
クリーンアップ・ボランティア」   
（ビーチクリーン活動）を実施しまし
た。当日は約５００名が参加し、レジ
ャー後の放置ごみや漂着したごみなど
の清掃を行い、約５.６トンのごみを
収集しました。 



【各店舗清掃活動場所】   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日時、清掃場所、参加予定人数は雨天などにより変更となる場合がございます。 

・参加予定人数は北海道のイオングループ各社従業員や地域の皆さまなどの合計人数となります。 

 


